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資料１－２－１ 大学院高度副プログラム一覧表 

 

○平成 20 年度 大学院高度副プログラム一覧表 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
○平成 21 年度 大学院高度副プログラム一覧表 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

（教育・情報室作成）

（教育・情報室作成）
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資料１－３－１ ラーニング・コモンズ関係資料 

 

       ○ラーニング・コモンズ見取り図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：「ラーニング・コモンズ」リーフレット） 
 

○ラーニング・コモンズ利用状況 

 

（情報教育システム利用状況（1 日 1 台あたりの平均利用時間(年度比較)） 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
         

（注：総利用時間を各部屋の設置台数と利用日数で割っています。） 
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資料１－３－２ ステューデント・コモンズ関係資料 

  

    ○ステューデント・コモンズ見取り図等 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（出典：大阪大学広報誌「阪大 Now」No.116（2010 年２月号）） 

 

 
○ステューデント・コモンズ利用状況 

 

（セミナー室の利用状況（件数）－2009 年度－） 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
              

（注：２月～３月は、定期試験（後期）等のため一時的に減少） 
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分野名 プログラム名称 中心研究者

ライフサイエンス
免疫ダイナミズムの統合的理解と免疫制御法の確立

審良 静男
免疫学フロンティア研究センター

拠点長・教授

ナノテクノロジー・材料
１分子解析技術を基盤とした

革新ナノバイオデバイスの開発研究

川合 知二
産業科学研究所

特任教授

■ 平成21年度採択（研究機関：平成21年度～平成25年度）

（※全国の採択件数３０件のうち、大阪大学は２件採択）

資料２－１－１ 免疫学フロンティア研究センターにおける外国人研究者受入数の推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

                

資料２－２－１ 大型教育研究プロジェクト支援室関係資料 

 

○大型教育研究プロジェクト支援室組織図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○最先端研究開発支援プログラム一覧表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総 長

国際的な研究拠点
形成プロジェクト

卓越した教育拠点形

成プロジェクト

産学連携事業の
強化プロジェクト

研究支援部門 教育支援部門 産学連携支援部門

大型教育研究ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ支援室

室長：研究・産学連携担当理事

教 育支 援部 門長
（教 育・情 報担当 理 事）

研 究支 援部 門長
（研 究・産 学連 携担 当理 事）

産学 連携 支援 部 門長
（産学 連 携推進 本 部総 合企 画部 長）

統括マネージャー

支援スタッフ

ﾌﾟﾛｼ゙ ｪｸﾄﾏﾈｰｼﾞｬー １名
ﾘｻｰﾁｱﾄﾞﾐﾆｽﾄ ﾚー ﾀｰ等 ３名
ｻｲｴﾝｽ ｺﾐｭﾆｹｰﾀー １名
特任教員 ３名
特任研究員 ２名
技術支援職員等 １３名
事務支援職員等 ７名
事務補佐員 ９名

ﾘｻｰﾁｱﾄﾞﾐﾆｽﾄ ﾚー ﾀー ４名
特任研究員 １名
事務支援職員 ２名

ﾌ゚ ﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｰ ｼ゙ ｬー ２名
特任研究員 １名
特任事務職員 ２名
事務支援職員 １名

大型教育研究ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ支援室運営委員会

全 52名

大型教育研究プロジェクト支援室 組織図
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（研究・産学連携室作成） 

（研究・産学連携室作成） 

（研究・産学連携室作成） 
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資料３－１－１ 21 世紀懐徳堂関連事業に関する資料（広報・社学連携室：作成） 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○「大阪大学 21 世紀懐徳堂主催等事業」の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「大阪大学 21 世紀懐徳堂講座」 
（大阪市との連携講座）の開講講座数等の推移 

○「大阪大学 21 世紀懐徳堂共催等事業」の推移 

○平成 20 年度公開講座「大阪大学中之島講座」の満足度 

○平成 21 年度（夏季講座スペシャル）の満足度 

○「大阪大学 21 世紀懐徳堂講座」（大阪市との連携講座）の満足度 
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そう思う
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合計

アンケート集計数 149 234 39 6 1 430
講義内容は体系的に構成されていた。 26 40 6 1 0 74
講師は十分な準備をしていた。 27 38 7 1 0 73
講師は教材等を効果的に使っていた。 23 38 10 0 0 72
講義内容は理解しやすかった。 22 41 7 2 0 72
講師は質問に対して丁寧に答えてくれた。 24 39 4 0 0 67
この講義を受講して良かったと思う。 27 39 5 1 1 73
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○公開講座「大阪大学中之島講座」 
開講講座数等の推移 
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○メセナアワード 2009 受賞関係        資料３－４－２ 大阪大学フォーラム関係資料 

                                              

              ○第８回（米国：サンフランシスコで開催）  
 
                
 
 
 
 
 
 
 
 

（感謝状（平成 21 年 12 月４日／京阪電気鉄道株式会社より）） 
 
 
 
                                   
 
 
 
 
                   

○ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ COE ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ-国際ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ-開催 

（大阪大学ﾌｫｰﾗﾑ参加校 
（ｶﾘﾌｫﾙﾆｱ大学ﾊﾞｰｸﾚｰ校）との共催）） 

                         2009.12.19-20 開催 
2009.12.19-20 

 
 

                              
 

 
 
 
 
 
 
 

（出典：大阪大学広報誌「阪大 Now」No.113（2009 年９月号）） 

 

資料３－４－１ 学術交流協定の新規締結数 
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（出典：「社会と大学を結ぶ季刊情報誌」 

阪大ニューズレター（No.43）－2009 年３月号）

（国際交流室作成） 

（出典：ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ COE ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ-国際ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ-報告書）
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《欧州連合内部参加大学》 《パートナー大学》

文学研究科
（平成20年度～）

Euroculture 修士課程プログラム

グローニンゲン大学（オランダ）
オロモウツ大学（チェコ）
ゲッティンゲン大学（ドイツ）
デウスト大学（スペイン）
ヤギュウォ大学（クラクフ校）（ポーランド）
ウプサラ大学（スウェーデン）

大阪大学
メキシコ国立自治大学（メキシコ）
プネ大学（インド）
インディアナ大学・パーデュー大学インディ
アナポリス（アメリカ合衆国）

工学研究科
（平成21年度～）

Masters on Photonic NETworks
Engineering　(MAPNET)

言語文化研究科
（平成21年度～）

Multiculturalism: Master degree in
Learning and Teaching of Spanish in
Multilingual and International Contexts
(EMELE)

採択部局
（年度）

大阪大学、デウスト大学（スペイン）、バルセロナ大学（スペイン）、ポンペウ・ファブラ
大学 （スペイン）、ベルリン自由大学（ドイツ）、グローンニンゲン大学（オランダ）、アイ
スランド大学（アイスランド）、ストックホルム大学（スウェーデン）、ジャワハルラール・
ネルー大学（インド）、カンピーナス大学（ブラジル）、メリーランド大学（アメリカ）、モス
クワ国立言語大学（ロシア）

大阪大学、聖アンナ高等研究院（イタリア）、アストン大学（イギリス）
ベルリン工科大学（ドイツ）

プログラム名 参加大学

プログラム名 参加大学 派遣（人） 受入（人）

①自然科学高等大学生教育に於ける
EU-Japan国際交流プログラム

（INTERFACES）

大阪大学（日本側幹事校）、東北大学、京都大学、
グローニンゲン大学（欧州側幹事校）、ハイデルベ

ルグ大学、ボーフム大学、ウプサラ大学
10 6

②学際的グローバル
機械工学教育プログラム（IGM）

大阪大学（日本側幹事校）、東京大学、東京工業大
学、デルフト工科大学（欧州側幹事校）、デンマー

ク工科大学、スウェーデン王立工科大学
13 9

○第９回（マレーシア・クアラルンプールで開催）  ○マレーシア教育省、日本語教師数に応じて 

               日本語クラスを増やす。   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  （出典：「社会と大学を結ぶ季刊情報誌」   

      阪大ニューズレター（No.46）－2009 年 12 月号） 

 

資料３－４－３ エラスムス・ムンドゥス 採択プログラム一覧表  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料３－４－４ 平成 21 年度先導的留学生交流プログラム（ICI ECP）関係資料 

 

○欧州との学生交流とネットワーク展開 

 －教育連携プログラム ICI ECP を例として～ 

 

 

 

                            
 

（国際交流室作成）

（国際交流室作成） 

（出典：Berita Harian（ﾏﾚｰｼｱの新聞） 

2009 年 11 月４日 12 面） 

 

（出典：留学交流（2009 年 11 月号（vol.21 no.11））
編集：（独）日本学生支援機構） 

○平成 21 年度先導的留学生交流プログラム 

（ICI ECP）実施状況 




